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04–14インタビュー

お知らせ Information

ここまできた！東北の震災復旧と
今後の復興の展開

恒例の秋の見学会については、新型コロナの感染状況を鑑み
時期を変更して開催します。年内に全線開通する復興道路を
辿って沿道市町村のインフラ復旧状況を視察し、これからの
本当の復興に必要なものについて考えます。
●見学先　宮城、岩手沿岸の復興施設、震災伝承施設など
●日　時　令和4年3月頃（予定）　
●行　程　1泊2日　●集合場所　JR仙台駅　
●募集人数　30名程度
※今後の社会情勢により時期・内容に変更の可能性があります。

第4回 データ整備と防災の観点からみた
 熱海土石流災害

2021年7月、記録的な大雨により、熱海市伊豆山地区で大規
模な土砂災害が発生しました。平時からのデータ整備・活用、
および災害時での活用についての現場での取り組みを講演い
ただき、地盤工学の知見も交えて議論していただきます。
●日　時　12月9日（木）16時～17時30分
●話題提供者　静岡県　杉本直也 氏
●コメンテーター　東京大学生産技術研究所 清田隆 准教授
●形　式　オンラインセミナー（ZOOMウェビナー）

ZOOMに接続できない方のためにYouTube配信を予定してお
ります。セミナー終了後にYouTubeをHPに掲載いたします。

イブニングセミナー 見学会

02–03 Projects 15 Review Opinion16
竹内研一 新田直司 松﨑 薫新たなレガシーの創出に向けて オリンピック・レガシー地域モビリティの再構築

～原発事故から10年～

福島の現在と未来

2 福島発でロボット産業の集積や
人材育成に取り組む

福島ロボットテストフィールド 所長

大成建設

鈴木真二
聞き手・企画・文責

新田直司

1 福島復興への課題と展望
大西 隆福島12市町村の将来像に関する有識者検討会座長

作家／エッセイスト
聞き手・企画・文責

茶木 環

3 持続可能な地域づくりを
民間の発想で考える

アイリスグループ会長

作家／エッセイスト

大山健太郎
聞き手・企画・文責

茶木 環

4 農業の原点に返り、
新たな日本の農業を考える

福島大学 教授

関西国際空港熱供給

小山良太
聞き手・企画・文責

東急電鉄
企画・文責

小里好臣

東武鉄道
企画・文責

越野晴秀

大林組
企画・文責

森麻里子

日本工営
企画・文責

古谷隆之奥田 豊
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2 021年夏、東京2020大会が開
催された。新型コロナウイルス

の感染拡大により、開催が1年延期
された上、殆どの競技が無観客とな
るなど、異例続きの開催であったが、
アスリート達の懸命な姿がコロナ禍
で沈滞気味の社会に明るい話題を提
供してくれた。
　コロナ禍により言及される機会が
減ったが、オリンピック・パラリン
ピック開催の重要な意義の一つとし
て、大会開催に向けたハード・ソフ
ト両面にわたる多面的な取組みによ
り創出されるレガシー、すなわち開
催都市や開催国が長期的に継承・享
受できる社会的・経済的・文化的恩
恵がある。
　交通インフラの分野でも、レガシ
ー創出に向け、様々な取組みがなされ

てきた。本稿では、東京2020大会に
向け鉄建建設がJR東日本から受注し
取組んできた、駅を中心とする鉄道イ
ンフラ整備の中から、原宿駅改良及び
飯田橋駅改良について紹介する。

■原宿駅改良～狭隘なホーム・コンコー
スの解消
　JR山手線原宿駅は、代々木体育館
や明治神宮への最寄駅として多くの
お客さまのご利用がある一方、ホー
ム・コンコース等が狭隘で慢性的な
混雑が課題とされていた。しかし明
治神宮と渋谷区道に挟まれた用地制
約等の課題により、永年にわたり駅
改良が困難な駅とされてきた。
　東京2020大会の開催決定により、
代々木体育館へのアクセス利用や、
大会に合わせて来日する大量の外国

人旅行客の利用が見込まれたことか
ら、大会までにホーム・コンコース
の混雑緩和対策を講じることが喫緊
の課題とされた。
　東京2020大会までの完成が必須で
あったことから、線路の移設を伴う
大改良は避け、ホーム上の既存コン
コースの設備はそのまま利用し、竹
下口については抜本的な改良を見送
るなど限定的な改良ではあるが、明
治神宮の協力を得て山手線ホームを
2面2線化するとともに、表参道口に
ついては線路上空に新たな駅舎を構
築し、ホーム・コンコースの混雑緩
和という永年の課題を解決した。

■明治神宮に隣接した駅改良
　原宿駅の明治神宮側には初詣の旅
客対応用に臨時ホームが設置されて

鉄建建設株式会社

Projects:

常務執行役員鉄道統括室長

竹内研一

新たなレガシーの創出に向けて

会員企業・団体百景

Projects: 会員企業・団体百景

原宿駅新駅舎と神宮の森 初詣の旅客対応用に設置した仮跨線橋
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Projects: 会員企業・団体百景

　飯田橋駅の改良は、東京2020大会
開催決定前に計画されたものである
が、海外から多くのお客さまを迎え
るまでにホームの安全性向上が必須
とされ、東京2020大会までのホーム
移設を目指すこととされた。

■史跡区域における駅改良
　飯田橋駅付近の中央線の線路は、
江戸城の外堀跡の空間を活用して敷
設されている。1956年に外堀跡の一
部が史跡の指定を受けた際、西口駅
舎付近も史跡区域に指定されたこと
から、駅改良工事の実施にあたって
は、史跡の現状変更申請および文化
庁協議が必要とされた。
　構造物を景観に配慮したものに変
更したり、遺構が存在する土層（GL-

2.0～-4.5m）の掘削量を最小にするよ
う構造を変更するなど様々な工夫が
必要となった。着工後も杭の掘削中
に新たな遺構が確認されるなど、手
間のかかる工事が続いたが、結果的
に史跡区域に相応しい駅に仕上がっ
たと考えている。駅利用者はあまり
気付かないだろうが、新宿方に延伸
されたホームの上家は、ホームから
石垣や土塁を眺めやすくするため、
勾配が上下線で非対称とされるな
ど、細かなこだわりにも関係者の苦
労の一端が確認できる。

■使用中の旅客ホームの段階的低下
　ホーム移設先の線路の縦断勾配が
ホーム設置基準の10‰を大幅に超え
るため、ホーム移設に先立ち軌道の
低下を伴う縦断勾配の変更を行った。
既設ホームに沿った区間では約
100mの範囲で軌道が低下するた
め、最大で492㎜のホーム低下が必
要となった。日々行われる軌道低下
により、ホーム高さと車両床面に逆
段差が生じないよう、ホーム低下は
全体を6層に分け、延長15～20mづ

つ35回に分け約13カ月の時間をか
けて段階的に実施した。
　ミリ単位での精度管理や輸送障害
防止対策に加え、工事中撤去が必要と
なる転落検知マットに替わるレーザー
センサーの開発など苦労は多かった
が、2020年7月に新ホーム・新西口駅
舎ともに使用開始することができた。

■真のレガシー形成に向けて
　東京2020大会が無観客開催とな
り、両駅が大会開催と共に注目される
ことがなかった点は残念である。しか
し、現場の関係者が智恵と工夫を凝ら
し永年の課題を解決した成果が、原宿
駅の2階から望む神宮橋の光景や、飯
田橋駅西口から望む夕陽の美しさと
ともに時代の評価を経て、真のレガシ
ーとなることを期待してやまない。

おり、正月の一部期間のみ、このホ
ームを利用し外回り旅客をすべて明
治神宮側に出入りさせることにより
旅客流動を確保していた。今回の駅
改良では、この臨時ホームの空間に
外回りホームとコンコースを新設し
た。構造上、臨時ホームは一旦撤去
する必要があり、臨時ホーム撤去後
に迎えた2回の正月対応が課題とな
った。工事最盛期の2019年には山手
線上空に仮跨線橋を設置し、2020年
には新設コンコースの一部を先行使
用し、それぞれ初詣の旅客流動を確
保するなど工事中の苦労も多かった
が、明治神宮の創建100年を前にし
た2020年3月に新駅舎・新ホームと
もに使用開始することができた。

■飯田橋駅改良～列車とホームの離隔
解消
　JR中央緩行線飯田橋駅は、急曲
線区間にホームが設置されており、
列車停車時のホームとの離隔が最大
で32cmに達するという旅客の安全
上課題の多い駅であった。
　そのため、ホームを曲線の緩やか
な新宿方に移設し安全性向上を図る
とともに、西口駅舎を建替え、千代
田区の協力も得て新たな広場を設置
するなど、駅の構造を全面的に改良
した。

完成後の飯田橋駅西口駅舎 移設後の飯田橋駅ホーム

　改良前の
　列車とホームの離隔



The Fukushima
10 Years after
The Present and the Future

震災から10年を節目に提言を見直した
背景

茶木　大西先生が座長を務めておら
れます「福島12市町村の将来像に関
する有識者検討会」で、今年3月に提
言の見直しを行ったことについてお
伺いできますでしょうか。
大西　国は「福島復興再生特別措置
法」のもとで福島の復興を進めてき
ました。その法律と関連する復興庁
設置法等が改正され、再生に移住・定
住を位置付けたり、復興庁を10年間
延長するなど、新たな復興の体制が
整えられたので、将来像についても
見直しを行いました。
　これまでは震災によって県内外へ
避難した人たちの帰還を最大のテー
マとしてきました。しかし、避難生活
の期間が長引くほど勤務や子供たち
の学校など避難先での生活が定着し
て、簡単には帰還できないケースが増
えています。12市町村でばらつきは
あるものの、多いところでは若い層を

中心に50％以上の方が「帰還しない」
意思表示をしている。こうしたこと
を踏まえると、被災前の状態に戻る
ことによる原発被災地の復興という
だけでは将来像の全てを尽くせない
こともはっきりしてきたわけです。

　振り返れば、この地域にはもとも
と炭鉱があり、さらに原子力発電所

や火力発電所ができて、「エネルギー」
分野の新しい産業を導入して栄えて
きた歴史がある。そう考えると、この
地域には新しい産業によって再び振
興していくチャレンジ精神が流れて
いるともいえます。そのためには、新
しい産業を担う新しい人、別な言葉
で言えば新たな移住者、定住者が必
要であり、これからはそういうこと
も見据えていかなければいけない。
30年～40年先まで見据え、将来この
地域がどうあるべきかという議論を
行いました。これが今回の見直しの
大きなポイントです。

個々が抱える問題の地域差は大きい

茶木　提言の見直しに際して、12市
町村を訪問され、自治体の方々と意
見交換されたそうですが、改めてど
のようなことを感じられましたか。
大西　検討会では12市町村の首長の
皆さんと顔を合わせて議論してきた
わけですが、現地を訪問していない

Interview 福島復興への課題と展望

2011年3月11日に起こった東日本大震災による東京電力福島第一原子力発電所事故から10年が経過しました。廃炉や除
染の取り組み、また原発と地域について、6月25日に実施した福島リモートスタディツアーで学ぶ機会を持ちましたが、今号の
会報では連動企画として、福島の産業や人々の生業について、各分野の方々にインタビューします。
初めに、福島12市町村の将来像に関する有識者検討会の座長である大西隆東京大学名誉教授に福島復興の課題と展望に
ついて、オンラインで取材させていただきました。

茶木 環　作家／エッセイスト（広報委員長）

Interview:

［～原発事故から10年～福島の現在と未来］

Association for Planning and Transportation Studies（一社）計画・交通研究会　会報9月号

福島復興への課題と展望

東京大学名誉教授・豊橋技術科学大学名誉教授 作家／エッセイスト
聞き手・企画・文責

東武鉄道株式会社
企画・文責

大西 隆 茶木 環（広報委員長） 越野晴秀（広報委員）Takashi OHNISHI

福島12市町村の将来像に関する有識者検討会座長
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　しかし、震災以前の中
心地が大きく被災した自
治体では、汚染度が低い
場所に新しくつくった拠
点が従来の生活の拠点と
は異なり、一つの拠点で
全ての機能が満たされて
いるわけではない。病院、
福祉関係施設、買い物と
か小中学校・教育関係な
ど、日常活動に必要な施
設や店舗の位置関係が変
わっているので、そうい

う意味では元の自治体の
境界線ごとに区切って考
えるのには限界があり、
自治体間の協力や連携し
た地域づくりも必要にな
ってくる。長期的な視野
では、広域連携や、場合
によっては自治体の再編は議論のテ
ーマになってくると思いますね。

産業振興には民間投資が必要

茶木　今回の特集では、福島の産業
や生業の復興について会員と考える
機会にしたいと思っています。まず、
農業・林業・水産業の再生に関して、
どのような動きがあるのかお聞かせ
ください。

大西　農林水産業は、まだ回復して
いないというのが実態ですね。農業
については、まだ耕作できない農地
や、草木が生い茂って林のようにな
った農地が多くありますので相当大
変です。しかし、新しい試みとして温
室をつくって農業を再興するなど、中
にはかなり大がかりに取り組んでい
る方もいらして、高度な施設園芸に
よる新たな農業経営も出てきている。
露地のよさや太陽光を直接受け入れ

ることも活用できればエネルギーを
節約できるので、そういう環境も活
かして施設園芸を取り入れた新しい
農業で、安定的な生産をするタイプ
の農業者も増えていく可能性もあり
ます。管理された施設園芸であれば
風評被害を積極的に抑えることがで
きる可能性もあると思うので、そう
した新しい取り組みは大事なことだ
と思います。
　漁業については、政府がすでに決
めている処理水の放流問題がありま
す。処理水といっても、除去できない
トリチウム（放射性物質）を含んでい
ます。これをさらに海水で希釈する
としても放出が始まれば風評被害は
避けられないと漁業者は反対してい
る。希釈水は長期間にわたってゆっ
くり流していく必要があるでしょう
から、風評被害問題はかなりの期間
にわたって継続する恐れがあり、漁
業復興の見通しが立っているとはい

ところもありました。そこで、見直し
という重要な節目に、家田仁先生と
事務局の方々とともに12市町村を数
回に分けて回り、すべての首長さん
をはじめ地域の皆さんと意見交換し
ました。第一原発から離れた地域か
ら訪問を始めて、最後に大熊町や双
葉町など原発に一番近いところに行
きました。未だに帰還困難区域が解
除されていない地域では、地震で壊
れた家がそのまま残っているなど、
生々しい現場がある。双葉町では未
だ帰還者がゼロです。一方、少し離れ
たところは、外見上はあまり被災地
という感じがしなくなっている。そ
うした各市町村での状況の差異、抱
えている問題の違いが非常に大きい
ことを実感しました。
茶木　復興には広域連携の必要性も
議論されていますが、そうした地域
差がある中でどのように進められて
こられたのでしょうか。

大西　「福島12市町村の将来像に関
する有識者検討会」では大臣を含め
た国の幹部と県の代表、12市町村の
首長が一つの会議の場で意見交換で
きることが一番大きい。首長の皆さ
んも、毎回各地の実情や課題を率直
に述べておられたので国と県に伝わ
ったと思います。12市町村が参画し
ているので、広域的に課題を解決す
る話は自ずと出てきますし、2014年
頃はそうした取り組みの重要性をか
なり意識したのですけれども、そう
なると「早めに復興できそうなとこ
ろを先行して、そこを中心に復興を
図っていけばいい」という議論にな
りがちで、なかなか難しいと思いま
した。実際は、各市町村で、次の一歩
なり二歩をどう進めるかを考え、そ
れぞれに拠点を設けて復興を進める
という議論が重視されてきました。

Interview福島復興への課題と展望

大西 隆　福島12市町村の将来像に関する有識者検討会座長
東京大学名誉教授・豊橋技術科学大学名誉教授
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えません。林業等についても同じで、
特に山間部は除染していない場所が
多いので、林業まで全面復興すると
いうのはなかなか時間がかかること
だと感じます。
茶木　一方で、「イノベーションコー
スト構想」で、福島を国際研究産業都
市にしていこうという動きがあります。
大西　私自身が直接にイノベーショ
ンコースト構想に関係したわけでは
ないですが、提言の中には位置づけ
ました。たとえば廃炉に関連する技
術の開発、ドローンなどの幾つかの
分野で原発事故対策に関連している
技術の開発、エネルギー関連の技術
等、事故対策や復興に必要な技術開
発をベースに技術開発を進めていこ
うという意図があります。実現しな
かった原発計画用地などもあったの
で、そうした土地を活用して、ロボッ
トテストフィールドや太陽光発電施
設等ができています。広々としたと
ころで飛行機が飛んだりドローンが
飛んだりしても、そう大きな問題が
生じないということで研究開発の適
地になっている。
　ただ、それらの研究開発は現状で
は補助金で成り立っている。これか
ら本当に独り立ちして産業化してい
くためには、民間投資が行なわれて、
収益をきちんと生み出す軌跡を描い
ていかないといけないわけです。イ

ノベーションコースト構想機構の財
務等を見ても、民間の投資がほとん
どないんですよね。今やっているの
は国からの研究開発資金の配分で、
産業育成の端緒に過ぎない。もちろ
んそこでいい技術ができる、あるい
は実証実験をして使えそうな技術が
生まれることを期待するのですが、次
のステップは、そうした技術開発に
関心を持った産業がそこで立地する

ことです。補助金で行なわれている
実証実験の中から、ものになる技術
が生まれてくるかどうかということ
が大きな注目点だと思います。
茶木　福島という土地が再生可能エ
ネルギー基地としても期待されてい
ることについてはいかがでしょうか。

大西　原発が使っていた送電線があ
ります。発電した電気を全国に配る
ときの送電線網があることは、大き
な優位性があると思います。また、メ
ガソーラーを利用した太陽光発電や
水素での発電などエネルギーを様々
な方法で作るという事業が進んでい
ます。こうしたエネルギー関連の技
術開発や新事業を地域の中にどう取
り込んでいけるのか、これがエネル
ギー分野でも課題になると思います。

未来志向と現実的な復興を両立させる

茶木　昨年9月に「原子力災害伝承
館」が開館しましたが、福島の経験を
伝えたり、またその後に得た知見を
減災や防災に活かすことが重要に思
いますが、どのようにお考えですか。
大西　これは非常に重要なことです。
伝承というのを第三者が客観的な立
場で、あるいは被災者に近い立場で
やることが必要です。電力会社も事
故を率直に見つめて、事故の体験・問
題点を伝えるという意識は持ってい
るけど、それは事故原因者の立場か
らとなる。伝承は客観的な視点から
なされるべきで、事故についてきち
んと記録を残して後世に伝える役割
は、当事者以外の人が主導してやら
ないといけないと思います。
茶木　最後に、今後の復興に向けて、
私たちが考えるべきことをご教示い
ただければと思います。
大西　10年経つとポスト原発の世代

がだんだん育ってくるし、さらに10

年経つともっと育っていくわけです
ね。原発事故を経験していない人た
ちにとっても、あの土地をどう使っ
ていくのか、生活をそこでどうして
いくのかということは大きなテーマ
で、そこには当然、新しい可能性がな
きゃいけない。だから、いま考えてい
る技術の開発や産業、福島浜通りの
未来というのは、そういう人たちの
未来でもあるという視点が強まって
いくと思います。
　一方で、被災した人たちもだんだ
ん高齢化し、できるだけ平穏な生活
を続けていくことも重要なので、こ
れをどううまく融合させていくか。将
来の希望だけに偏らず、かつ復興を
進めていく、この両方を進めていけ
るような力をどう蓄えていくのか。い
まそれを国が、全国の国民が支えて
いるということですけれども、そこ

にビジネスチャンスを見出した人が
積極的にかかわれば、新しい展開が
生まれてくると思う。先ほど紹介し
た施設園芸を取り入れた農業だとか、
研究開発で生まれた新しい技術を活
かした産業とか、そういうことに着
目した広い意味での起業家がたくさ
ん出てきてチャレンジしていくとい
うことが必要ですね。イノベーショ
ンコースト構想や国際教育研究拠点
などの構想、こういう構想がいい形
で実現すれば核になると思います。
　研究開発というのは産業の基とし
て重要なので、そのためにも、福島大
学とか東北大学とか、あるいは東京も
近いので東京の大学とかが協力して、
ここならではの研究開発をうまく見
つけて進めていくという仕組みが大
事なのかなと思います。未来志向と、
きちんと復興を果たしていくという、
両方が問われていると思います。

Interview 福島復興への課題と展望
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設備を備えた施設は既にありました
が、水中・水上ロボット等を含む総合
的な試験が出来る施設は世界的にも
例がなく、福島RFTは、世界に先駆け
た施設であると言えます。なお、浪江
町の滑走路は、南相馬市の福島RTF

から離陸した無人機が15㎞離れたと
ころに行って着陸する、そういった試
験のために用意されているものです。
　福島RTFの施設について具体的に
言いますと、開発基盤エリアには、研
究室、試験設備があり、現時点で全国
から大手企業、スタートアップ企業
合わせて20社程度、さらには大学の
研究室が入居しています（図2）。入居
者間でのコラボレーションに加えて、
様々な大学機関や福島県とも連携し
ています。また、国内に限らず、海外
とも情報交換するため、アメリカの
セントポール島
にある無人機の
飛行場と連携協
定を締結してい
ます。さらに、

インドのドロー

ン団体とも連携
協定を締結する
ため準備を進め
ています。

　無人航空機エリアには滑走路があ
り、主翼の付いた飛行機タイプのドロ
ーン（無人機）の離発着が可能です。ま
た、ヘリポートもありますので、有人
のヘリコプターが離発着することも
可能です。ドローンを屋外で飛ばす
ためには許可申請が必要な場合があ
りますが、許可申請を行わずに開発
中のドローンの飛行試験ができるよ
うに、ネットで囲われた飛行場も整
備しています。
　水中・水上ロボットエリアでは、水
中ドローンや水中で作業する遠隔ロ
ボットの試験が出来るようにプール
を用意しています。また、インフラ点
検・災害対応エリアでは、市街地の模
擬、試験用の橋梁、トンネルおよびプ
ラントの設置、災害状況の再現を行
い、ドローン等各種ロボットの試験

2 011年の東日本大震災に伴う
原発事故から10年が経過し、世

界トップレベルのロボット開発拠点
である福島ロボットテストフィール
ドにて福島の産業復興および人材育
成にご尽力されている鈴木真二先生
（福島ロボットテストフィールド所長［非
常勤］、東京大学特任教授）にお話を伺
いました。

世界に先駆けた総合的な研究開発拠点

――福島ロボットテストフィールド
（以下、「福島RTF」）は、陸・海・空のフ
ィールドロボットの一大開発拠点と
して2020年3月に全面開所していま
すが、施設の全体像についてお聞か
せいただけますか。
鈴木　福島RTFは2つありますが、本
拠地は南相馬市にあり、もう一つは浪
江町に滑走路があります（図1）。南相
馬市の本拠地は、東西1㎞、南北
500mというかなり広大な敷地に、研
究棟、ドローン、地上走行ロボット、
水中・水上ロボット等の各種試験がで
きる総合的な試験環境設備を備えて
います。福島RTFが実証試験を開始
した2015年頃はドローンの研究開発
が日本でも本格的に進み出した時期
であり、ドローン関連分野だけの試験 鈴木真二　福島ロボットテストフィールド所長

Interview福島発でロボット産業の集積や人材育成に取り組む

［～福島原発事故から10年～福島の現在と未来］

聞き手・企画・文責
大成建設株式会社

（広報委員）

企画・文責
東急電鉄株式会社

（広報委員会幹事長）

福島発でロボット産業の集積や
人材育成に取り組む

Interview:

福島ロボットテストフィールド　所長

鈴木真二 Shinji SUZUKI
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福島ロボットテストフィールド

福島ロボットテストフィールド
浪江町滑走路
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を年間を通していつでも行えるよう
になっています。

　福島RTFが本格的に稼働したのは
2020年3月からですが、すでに324件
（2017年9月～2021年3月）の活用実績
があり、多くの企業、研究機関にご利
用いただいております。（図3）。

――福島RFTは、様々な分野のフィ
ールドを集積した総合的な拠点です
が、この施設を通じて、どのように福
島の産業復興や地域貢献に取り組ん
でいくか、教えてください。
鈴木　福島RTFは「福島イノベーシ
ョン・コースト構想」の中の様々なプ
ロジェクトの内、ロボット・ドローン
を活用した復興の活動を担っていま
す（図4）。具体的には、新しいロボッ
ト産業を誘致して福島での新しい産
業の1つの柱にしたいと思っていま
す。すでにロボット関連の企業が55

社進出していますが、ここに大勢の
人が来ることによって地元への波及
効果も期待できます。他にも、廃炉や
エネルギー関連等の産業に携わる人
材の育成、交流人口の拡大、およびそ
れらの情報発信に取り組んでいます。
さらに、復興に関連して災害対応の
ための訓練も促進しており、自衛隊

や消防隊による災害ドローン訓練お
よび水没家屋でのヘリコプターによ
る救助訓練、さらには原子炉点検用
の水中ドローンによる訓練等を行っ
ています。

世界へ発信するために「人材育成」が
重要

――福島RTFでは、どのような人材
育成に取り組んでいますか。
鈴木　現時点での活動としては、3点
あります。

　一つ目は、将来の人材としての若い
方々、とりわけ小学生、中学生、高校生
を含む南相馬市を中心とした地域の学
生に福島RTFを見学してもらい、ロボ
ットの使い方等を見てロボットに興味
を持ってもらう活動を行っています。
　二つ目は、ロボットやドローンを
実務で扱っている方への活動です。
福島県内だけではなく全国から福島
RTFに来てもらい、ロボットやドロー
ン使用に関する自身のスキル向上の
ため、トレーニングを受けて頂くこ
とを可能としています。
　三つめは、災害時にドローン、災害
用車両、ヘリコプターを使った救助

に従事される方への活動です。福島
県周辺の自衛隊、消防の方が主とな
りますが、福島RTFを訓練の場とし
て使用して頂くことも行っています。
――学生の中には、避難先でつらい
思いをした方も多いと思いますが、そ
ういった苦難を乗り越えて新しい研
究開発を進め、世界へ羽ばたいてい
く人材を育成するためには何が必要
ですか。
鈴木　今後の活動として、大学（院）
生、研究者の方に福島RTFへ来て頂
いて、震災による被害があった場所
の近くで研究を進めて頂くことが重
要であると考えています。
　震災以降、ロボット等が災害およ
び原発事故箇所にて活躍できると考
えられて注目を集めましたが、国産
ロボットがあまり活躍できていなか
った現状があります。震災のあった
現場に近い場所で、実状に適したロ
ボットの研究開発を丁寧に進めてい
かないと、いざという時にその問題
解決に適したロボット開発が出来て
おらず使い物にならないという教訓
を得ました。その教訓は、相馬市に研
究開発拠点として福島RTFを整備し
た理由の1つでもあります。

図1　福島RTF位置図 図2　福島RTF施設配置図

山
手
側

全21施設開所
約50ha

（東京ドーム10個分）

南北500m

東西1km

海
手
側

2020年3月から全21施設を全面開所
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化が進み、維持管理、点検の負担が多
くなると想定されますが、高齢化社
会や人口減少、労働力不足という日
本全体の課題に対して、益々ロボッ
トへの期待は大きくなると思われま
す。しかし、技術的に完成したものが
社会ですぐに使用できるかというと
そうではありません。例えば、空間を
飛ぶドローンでは、安全を確保した
上でどのように使っていけばよいの
か、どう管理していけばよいのか、そ
れを使用する人材をどう育てていけ
ばよいのか、制度的な整備も合わせ
て行っていかなければなりません。
物流でドローンを使用することに関
して、物流事業者はどのような免許
が必要か、どこが監督官庁になって
許可を出すのか、等の制度整備が非
常に重要になるわけです。新しい技
術を今までの制度の中にどのように
組み込んでいくかを考えていかなけ
ればなりません。

　また、ロボットは色々な技術の集
積であり、ソフト、センサー、CPU、動
力系、機体構造等々、複合的な技術
が必要です。故に、1つの会社で全て
を完成させるというのは難しく、多
くの会社の強みを集めて新しいもの
を作るというスタイルが必要です。

　ロボットの社会実装には、ユーザ
ー、ロボット提供者（企業、研究機関
等）、政府（監督官庁）がみんなで協力
して仕組みづくり、技術開発、人材づ
くり、制度作りをバランスよく進め
ていくことが極めて重要になります。
また、ロボットの社会実装は、決して
福島のためだけにやっているわけで
はなく、ロボットが日本の新しい未
来をつくるために必要なものであり、
さらに世界にも貢献できると思って
います。いまスマートシティ構想等
が検討されていますが、新しい技術
をどう使いこなすかというのもスマ
ートシティ構想の一つの重要な視点
だと思いますので、その意味でロボ
ットの面から貢献したいと思ってお
ります。

――新しいものを導入することには
課題が多く、皆が持ち場立場にて知
恵を出して乗り越えないといけない
ということを実感いたしました。ま
た、福島の復興のために限らずに日
本全体の課題解決、さらには世界へ
の貢献も見据えてロボット活用促進
に取り組まれていることを教えてい
ただきました。本日は、貴重なお話
をいただき誠にありがとうございま
した。

　世界に羽ばたいていける、世界に
発信していける福島RTFの在り方を
考えた場合、まさしく人材が重要で
あり、どのように福島RTFを利活用
して人材育成を行っていくかを考え
ていかなければなりません。福島RTF

は実験フィールドであって、まだ教
育機関ではない状況です。大学等と
の連携によって、新しい研究を福島
RTFで進めていくことの働きかけを
行っておりますが、加えて今後福島
にて廃炉、ロボットおよび農業に関
する研究を行う国際的な教育研究機
関を新しく作ろうという動き（「国際
教育研究機関構想（復興庁）」）もあり、

その動きに連携しながら教育機関と
しての機能も取り込み、国際的な人
材育成に取り組んで行きたいと考え
ています。

ロボットの社会実装で新しい日本の未来
をつくる

――ロボットの社会実装に向けて、
現状の課題と今後の展望について教
えてください。
鈴木　現状、橋梁、トンネルおよびプ
ラントの点検でロボットが使用され
つつあります。今後、インフラの老朽

図3　福島RTFの活用実績 図4　福島RTFのミッション（プロジェクト）

福島RTFの活用実績 ◆多種多様な活用事例 福島RTFのミッション ◆福島イノベ構想のロボット分野をけん引
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た。実際に地域によっては帰還もな
かなか進まないのが現状です。
　もともと過疎の地域ですし、人口
わずか数千人の村が個々に再生計画
をたてても、人がいないので働く場
や生活に必要な店はできないし、逆
にそうしたものがないと戻りたくて
も戻れないという構図にはまってし
まったなと思います。そのため、私が
当初から言っていたのは、やはり広
域連携しないといけないということ
です。

　私は委員会の中で、生
なりわい

業に対する
予算が少なすぎることもずっと話し
てきました。除染関連や、箱ものや道

路などインフラベースの部分に予算
が付けられることは重要ですが、そ
れだけをやっても企業や産業がなけ
れば地域の経済活動は起こらず、人
は集まりません。インフラの主語は
「人」であり、人が地域で生きていく
には、企業活動が必要です。住民を
戻すような魅力ある産業育成に残念
ながら予算があまりつかなかったと
いう点で、長期的視点の戦略が少し
弱かったと感じています。
――復興を目指す各地で行っておら
れる、企業活動を担う人材を育成す
る取り組みについてお聞かせいただ
けますか。

宮城県に本社を置くアイリスオ
ーヤマでは、地元企業の立場

から震災復興の支援事業として様々
な取り組みを行っています。2022年
3月には南相馬市で新工場が稼働し
ます。被災地の産業復興について、民
間の企業経営者の視点からアイリス
グループの大山健太郎会長にお話を
伺いました。

人が地域で生きていくには企業活動が
必要

――「復旧は速やかに、復興は時間を
かけて」が大山会長のお考えという
ことですが、この10年の復興をどの
ようにご覧になっていらっしゃいま
すか。
大山　アイリスオーヤマは宮城県に
本社を置いており、私は東北の企業
経営者の立場として、「復興庁復興推
進委員会」や「福島12市町村の将来
像に関する有識者検討会」に委員と
して参画させていただいています。
特に復興推進委員会を7年間務め、復
興については、国・被災された地元の
自治体、また民間が連携して三位一
体で進めながらも、それぞれ立場に
よって考え方が大きく変わるのだと
強く感じました。
　宮城や岩手など津波被災地の復興
事業にもいろいろな形で関わりまし
たが、福島の場合はまず復旧という
かたちで、避難区域の住民がどれだ
け帰還するのかを考えていましたが、
実はこれが一番の問題なんです。自
治体としては、できるだけ多くの住
民が避難先から帰還し、従前の生活
に戻ることを希望されますが、私の
ような民間の企業経営者から見ると、
現実的な経済活動という点でそれは
難しいのではないかと思っていまし 南相馬工場完成イメージ図

Interview 持続可能な地域づくりを民間の発想で考える
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［～原発事故から10年～福島の現在と未来］

聞き手・企画・文責
作家／エッセイスト

茶木 環
（広報委員長）

株式会社大林組

森麻里子
（広報委員）

企画・文責アイリスグループ会長

大山健太郎

持続可能な地域づくりを
民間の発想で考える

アイリスオーヤマ株式会社代表取締役会長
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ったんです。そこで、しっ

かりと経営計画やビジョ
ンをたてることの基礎を
半年間勉強してもらいま
した。単なる座学ではな
く、公認会計士やマーケ
ティングの専門家など総
勢数十人が入って、マン
ツーマンでみっちり指導
しました。まさに経営者
を鍛える「道場」なんで
す。皆さん、志も高く、道
場で学んだことをもとに
経営を再建し、地元で中
心となって活躍してくれ
ています。

南相馬市で復興支援の工
場が2022年3月に稼働

――福島県南相馬市のロボットテス
トフィールドの隣地に新設される工
場はどのようなものでしょうか。
大山　ロボットテストフィールドの
隣地に復興工業団地ができると聞い
て、私も提言するだけでは意味がな
いので、土地を分けていただき工場
を新設することにしました。現在ア
イリスグループには全国にそれぞれ
の目的をもった工場が十数カ所あり
ますが、ここは復興を目的とした工
場ですので、「アイリスプロダクト」
という新会社を設立し、人工芝、脱酸
素剤、建材用平板・波板など他の工場
のラインで生産しているものを集合
させたものとなります。2022年3月
稼働予定です。敷地面積は24,000㎡
（建築面積：13,222㎡）と、アイリスグル
ープからすると小規模の工場だけど、
我々が先鞭をつけたいと考えていま
す。実際の産業界というのは「興して
いくら」の世界ですからね。

大山　津波・原発被災地とも、「安全・
安心なまち」が形作られても、被災し
た地元の経営者たちがもう一度頑張
って立ち上がらない限り、まちは再
び興ることはないと考えています。
被災地の中小企業またはそれ以下の
規模の企業の経営者の多くは高齢
で、家や会社、工場を失い、その年齢
で自力で再起するのは難しい。そう
した経営者を助けるために「人材育
成道場」を実施しました。
　最初は福島で開催を考えていたの
ですが、帰還がなかなか進まなかっ
たので、先に宮城と岩手で開催し、
160人の卒塾生を出しました。それを
見に来られた福島県田村市の市長が
「田村ならできる」とおっしゃって、
田村市で5年間やって50人の卒塾生
を出しました。
　地域の交流の中で生活し、企業経
営をされてきた地元の経営者の方々
は実は経営全般の知識はあまりなか

　地域内での雇用も大きな目的です
ので、約60人の新規雇用を予定して
います。将来は100人くらいの工場に
します。福島イノベーション・コース
ト構想に呼応し、地域企業のロボッ
ト導入に向けた支援も行っています。
うちもロボットが多いので、ロボッ
トテストフィールドに来た人をうち
の工場に案内して物づくりの現場も
見てもらうことができます。

若い世代が暮らす地域をどうつくるか

――アイリスグループは生活必需品
を扱われ、人々の生活に密着した事
業を行われています。「暮らし」とい
う観点からは復興過程での地域づく
りには何が一番の課題だとお考えで
すか。
大山　冒頭、復興には国の立場、自治
体の立場、民間、三者それぞれの異な
る立場があることを申し上げました。
その中で持続可能な地域づくりを目
指すには、民間の立場で考えること
が大事だと思います。除染や原発の
ことは別として、この先何十年も
個々の自治体について国が面倒を見
るわけにはいかない。そうなると小
さい12市町村は広域連携してまとま
ってやるべきです。こんなことを言
えるのは私しかいないから、私が言
っているんですよ。

　広野町のふたば未来学園では復興
の中で新しい教育の場を設けようと
していますが、国の研究機関や大学
など若者が集まるところからまちを
つくらないと。復興の一番の問題は
若者が戻らないことだと思います。若
い世代や子育て世代が戻らない限り
は次の世代の住民がいない。子ども
がいない限り学校は成り立たないん
です。学校ができて、初めは大勢入学

大山健太郎　アイリスグループ会長
アイリスオーヤマ株式会社代表取締役会長
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たままになっていました。農家の方
は70代以上の人が多く、長らく農業
を離れていて今更、田植えを再開でき
ない。そこで稲作を復活させようと、
「舞台アグリイノベーション株式会社」
という会社をつくって、2017年から
株式会社舞台ファームと連携して南
相馬の小高地区から入って、お米づく
り、全量買い上げという形で始めまし
た。営業まで我々がやりました。福島
沿岸地域で、今年は100ha、来年は
150haに農地を拡大する予定です。
――被災地で産業を復活させる場
合、一度失った販路を回復させるの
が大きな課題ですが。
大山　販路がないと難しかったと思
いますが、復興支援事業の一環とし
て「舞台アグリイノベーション」とい
う会社で宮城県の亘理に大規模な精
米工場をつくっているため、アイリ
スグループとして販路がありました。
出口をもっているので、あとは大規
模にしてコストを下げれば、当社グ
ループが一括で買い上げて売ること
ができます。そのように一歩一歩進
めています。

　日本の農業の一番の問題は規模が
小さいことだと思っています。単位
当たり面積が小さいので生産性が悪

く、値段が高くなる。面積はアメリカ
の約1/100です。福島は土地が豊富
にあって、それが自分の土地である
ことを主張する人はいるけれど、そ
こで農業をする人がいない。そうし
た土地をまとめて大規模に、最低で
も30haくらいの規模でやると米の値
段は3割ほど安くできます。地権者を
まとめることが難しいのですが、農
業の将来を考え、農業の法人化や大
規模化の提言を続けています。
　他ではやりたくてもできないけど
福島ではできることの一番は農業な
んですよ。農業法人を立ち上げて大
型農場や工場が経営するという意味
ではチャンスです。福島でそのビジ
ネスモデルをつくりあげる。補助金
がなくなったら競争力も失われてし
まわないよう、強い産業を育成して
おく必要がある。
　原発の問題が解決していない現実
の中で、福島が風評から脱するのは
難しい。厳しい言い方すると、願望論
だけではだめで、現実論が必要にな
ります。それを期待するよりも、それ
でも住民や新たな定住者に来てもら
える、住んでもらえるような魅力あ
る産業育成をしていくことが重要だ
と考えています。

しても、その勢いが続かない。若者や
子育て世代がこの地域に戻り、また
来たくなる職場をどのようにつくる
か。そのような現実的なところから
一歩一歩やっていくことが大切です。
――津波被災地の大船渡市も地域内
で様々な産業を興して住民の所得を
上げることに努力されていますね。
大山　大船渡市の戸田市長が民間出
身ですし、気仙沼市の菅原市長も元
商社マンですので、民間の発想でリ
ーダーシップをとっておられますね。

予算付けとビジョンとともに、やは
り民間の現実の視点で物事を考えて
いくことが必要だと思います。人が
集まって産業が興り、産業ができて
人を集める。産業というのは予算主
義ではなく実績主義ですから、継続
して利益が出ないとだめだし、競争
力がないとだめなんです。

魅力ある産業育成で帰還者・定住者を
増やす

――復興支援事業の一環として農業
も行われています。なぜ、農業に参入
されたのですか。
大山　福島では被災した地域の多く
が田んぼで、震災後は耕作が放棄され

南相馬産天のつぶパックごはん発売会見 浪江町営農再開支援活動
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など恐らく2,000億円を超える被害
だったと思います。農業の被害は、農
地の除染の話ばかりになるのですが、
時季によっても被害は異なってきま
す。今回の原発事故では放射性物質
は海側に7～8割拡散しましたが、逆
に8割が陸地だったら、現時点でも営
農再開できていたかどうか。この10

年の中で、廃炉に向けて、あるいは除
染、避難の解除、営農再開を行なって
きましたが、今後色々な事故を想定
した時に、「今回が最大ではない」と
いう教訓も必要かと思います。
　現状の法律では大規模な原発事故
を想定していません。トマトで言えば
法律上「1市町村1個」検査すれば出荷
可能という、かなりリスキーなもので
した。しかし、実際にはそれでは消費
者は納得しない。福島県では独自に
農地の測定や吸収抑制策、米の全量
全袋検査、野菜や果物も「1農家1品種
1個」必ず検査を実施しました。試験
栽培による研究などで知見が蓄積さ
れ、2014年以降、福島産農産物の放
射性物質の基準値越えはありません。

風評被害対策から新たな産地形成へ

――福島県の農業にとって、現在の
大きな問題はどのようなことですか。 

小山　安全性が担保され、順調に営
農が再開されています。例えば、キュ
ウリの生産量は震災前に比べて増加
していますし、「福、笑い」という新ブ
ランド米ができたりと新しい産地形
成に向けて高品質なものを作るよう
になりました。福島県は東京オリン
ピックに向けてGAP認証*を取るな
ど、震災前より品質は上がってきてい
ます。今、消費者で福島のものを避け
る人は、消費者庁の調査でも1割いる
かいないかです。現状の課題は、風評
被害ではなくて福島の農業を取り巻
く市場構造が変化していることです。
　肉を例に挙げると、福島県産の和
牛の価格は震災前、全国平均とほぼ
同等ですが、震災後、全国平均との価
格差が発生し、それが固定化してい
る（次ページ図参照）。要するに福島牛
のブランド価値が、47の産地があれ
ば、震災前まで10位以内だったのが、
原発事故の地域として市場価値が下

10 年前、原発事故により大き
な被害を受けた福島県の農

業。その復旧・復興や風評被害対策
に取り組まれ、また福島県の大学で
初めてとなる農学系学部の立ち上げ
にも尽力された福島大学食農学類 

小山良太教授に福島県の農業の現状
や未来像について伺いました。

福島県での原子力災害の経験を
振り返って

――まず、福島県内の農業の現状を
教えていただけますか。
小山　福島県は、農業総生産額が年
間約2,300億円と有数の農業県で、
米、畜産、園芸・野菜、果樹とバラン
スよく農作物を作っているのが特徴
です。原発事故を知ったとき、放射性
物質が降った地域や作物によっては、
被害の大小がかなり違うのではない
かという印象を受けました。
　土に積もった放射性物質が、植物
へ移行することはほとんどありませ
んが、直接、作物の葉面についた場
合、かなり高い移行を示すことがわ
かりました。10年経って振り返って
みると、原発事故が3月だったので米
の作付け制限ができたわけですが、こ
れが夏頃なら稲作、果樹、野菜、畜産

*GAP認証：Good Agricultural Practiceの略。食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性
を確保するための農業生産工程管理の認証制度。

2005年より福島大学経済経営学類准教授、2019

年より食農学類教授に就任し、農業経済学、地域
政策論、協同組合学を専門としている。
その他、東京大学情報学環客員教授、福島県地域
漁業復興協議会委員、内閣府多核種除去設備等処
理水の取扱いに関する小委員会委員、福島県都市
計画委員、日本協同組合学会副会長、日本学術会
議連携会員を兼任。

福島大学　食農学類　教授

Interview農業の原点に返り、新たな日本の農業を考える

Association for Planning and 
Transportation Studies Ryota KOYAMA

福島大学 食農学類 教授

小山良太

（一社）計画・交通研究会　会報9月号

関西国際空港熱供給

（広報委員会副幹事長） （広報委員）

企画・文責

古谷隆之

［～福島原発事故から10年～福島の現在と未来］

Interview

日本工営株式会社

奥田 豊

農業の原点に返り、
新たな日本の農業を考える

小山良太

聞き手・企画・文責

株式会社
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福島大学に新し
い時代に応じたフ
ードシステム農学
“食農学類”

――小山先生の
ご尽力も大きか
ったと思います
が、2019年4月
には福島大学
に、福島県で初

めての農学系学部が設立されました。
小山　食農学類の学生の県外出身比
率は約7割と福島大学の中で断トツに
高く、全国区で学生が集まる人気の
学部です。学生にとっては既存の農
学部にはない新しい挑戦を震災後の
福島でできることが魅力のようです。
　かつての食管制度が廃止され、農
作物の生産から流通までのフードシ
ステムの形が時代と共に変容してき
ていますが、いまだに日本の農学は、
流通や販売から切り離された伝統的
な生産農学です。それだと新しい時
代にいい人材供給ができない。そこ
でフードシステム農学を体現する食
農学類を設置しました。生産だけで
はなく、どう付加価値をつけて販売
するか、それをどう計画するか、最終
的にそれが農家経済にどう寄与する
かを考える学部として設計し、食品
加工や発酵醸造、保蔵学、認証制度
など他の大学では揃えていないよう
な専門家を多く集めました。日本の
農業が衰退している一つの要因は、
農学部がちゃんと人材育成に寄与し
ていなかったということ。被災地に、
日本の国立大学で48年ぶりにできた
農学部なので、そこをぜひ頑張りた
いと思っています。
　また、被災地では、高齢者が多く若
い世代は戻ってきていないのが現状

ですので、農業という産業の担い手
だけではなく、地域の若い世代の担
い手としても育ってほしいとの期待
があります。高齢化が進み数年後に
は消滅集落になると家族総出といっ
た農業のスタイルでは賄えずに多く
の農地が放出されるので、デジタル
技術を駆使したスマート農業といっ
た全く違う農業技術を覚えた人材が
担う必要があります。

グローバル化の中で
日本の農業のあるべき姿

――最後に、震災から復興を通じた
農業の未来像について伺えますか。 

小山　福島は色々新しいチャレンジ
ができるので、復興とともに「農業の
目的は何か」という原点から考える
ことをから始めたい。農業は、食品を
作ることですが、バイオマス発電な
どエネルギーを作ることもできます。
しかし私は農業の最終目的は「健康
をつくること」だと考えています。例
えば、人の腸内フローラのタイプに
合わせた栄養吸収のよい米をつくる
とか。うちには腸内フローラの研究
者もいます。
　食と農と健康というワンセットで
考える産業あるいはビジネスモデル
を作っていくことが、グローバル化
の中で日本の農業が生き残る唯一の
道じゃないかと思っています。それ
ができる人材を育成するためには、農
業機械の知識だけではだめで、食品
化学、栄養学、土壌微生物などの知
識が必要です。そういう学問体系は
既存の農学部では持っていないので、
我々の学類体系はそれを目的として
設計しています。
――ありがとうございました。

がり、今では最下位の産地として評
価されるようになった。これは市場
取引ですから、風評被害ではなく、単
に後発産地の位置づけとなります。
米についても同様で、原子力災害の
損害は、この価格差の固定化が最大
の損害であると言えます。
――そうした問題や課題の解決に向
けてどんな取り組みを行っていますか。
小山　「いかにブランド価値を高めた
商品群を用意して、トップブランド
から業務用まで、産地の中でバリエ
ーションを持つか」が産地戦略上重
要で、農業で成功している県は、様々
な価格帯の商品を用意して、マーケ
ットに合わせて展開しています。
　風評被害対策の予算も、福島産の
安全性をPRする対策はなくなってき
ていて、今は、おいしさや新しいブラ
ンド価値を提供するなど新たな産地
形成に向けて取り組んでいます。例
えば福島県は組織内に「TOKIO課」
という課をつくっています。福島の
おいしい農産物のPRとかストーリー

を説明し、失われた市場をいかに回
復するか、市場価値をいかに高める
かという、いわゆる後発産地が新し
くマーケットに入ってきて新しい商
品を展開するときのマーケティング
やプロモーションを行っています。

図　和牛の価格推移

データ：和牛（生体枝肉）の卸売平均価格推移（円・税込 /kg）  出所：東京都中央卸売市場「市
場統計情報（月報・年報）」 http://www.shijou-tokei.metro.tokyo.jp/  より小山良太作成

2011年3月11日

Interview 農業の原点に返り、新たな日本の農業を考える
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Interview: 書評

　編著者のことばより、――本書で
は、人々の日常的な移動を担保する
機能を包括的に「地域モビリティ」と
呼び、地域公共交通を「地域モビリ
ティとしてあらためて捉えなおし、
現状の課題を整理した上で、その再
構築に向けた論点と方向性、更に方

策を示している。第一部では地域交
通に関する専門家が、現状の捉えな
おしと今後の方向性を論じ「再構
築」へのビジョンと方策を示し、第
二部では公共交通経営および地方行
政のトップが、「再構築」へのより実
務的なビジョンと方策を示す。加え
て、一般財団法人地域公共交通総合
研究所が取りまとめた、コロナ禍に
おける『公共交通経営実態調査報
告』から、目前の「再構築」に向けた
現状を示す。――とあります。

　この書は、「地域モビリティ」は何

故重要なのか、その原点は何か、公共
交通がどのように関わるのか、そもそ
も「公共」とは何か、これらの疑問に
対して答えの基軸を与えてくれます。
新型コロナによる災禍、情報技術
（IT）、災害・防災、SDGs、CX・DXを

通じて地域モビリティをどのように再
編し、地域公共交通を支えていくの
か、と多面的に「地域モビリティ」を
見つめて、さらに全体像の理解が深ま
ると自分も課題解決に取り組んでいか
なければという気持ちにもなります。

大成建設（株） 新田直司（広報委員） 

Review:
書評 Books

総論
第1部： 転換期の地域モビリティと未来へのデザ

イン再構築
 第1章 目指すべき地位社会と地域モビリティ
 第2章 モード・路線再編による再構築
 第3章 地域公共交通の現場で何が求められてい

るのか？ ～キーワードは「適材適所」～
 第4章 まちづくりからみた再構築
 第5章 情報技術による再構築
 第6章 車輛技術による再構築
 第7章 災害・防災から地域モビリティを捉えなおす
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持する方策と課題

 第2章 地域公共交通のCX・DXと再編が地域
を救う

 第3章 地域公共交通が果たす都市の持続可能性
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・レ
ガ
シ
ー

視
点

Opinion:

松
﨑
　
薫 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
再
拡
大
す
る
中
で
開

催
さ
れ
た『
東
京
2
0
2
0
』。

　
開
会
前
の
世
論
調
査
で
は
、「
中
止
す
べ
き
」
が
「
開
催

す
べ
き
」を
上
回
り
、
様
々
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。
一

方
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
閉
会
後
（
2
0
2
1
年
8
月
中
旬

時
点
）の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
実
施
機
関
に
よ
っ
て
数
字

に
差
は
あ
る
も
の
の「
開
催
し
て
よ
か
っ
た
」が
6
割
を
超

え
た
。
こ
れ
は
多
く
の
国
民
、
そ
し
て
世
界
中
の
人
々
が
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
躍
動
に
歓
喜
し
、
メ
ダ
リ
ス
ト
を
中
心
に

語
ら
れ
る
大
会
ま
で
の
苦
闘
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
感
動
し
た

故
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
逆
に
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
達
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
人
に
対
す
る
感
謝
や
感
動
を
伝
え
る

記
事
も
、
閉
会
後
、
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
8
年
前

の
招
致
活
動
の
中
で
最
も
目
立
っ
た
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る『
お

も
て
な
し
』
を
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
達
が
感
じ
て
く
れ
た
の

だ
と
し
た
ら
、
大
変
に
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　『
東
京
2
0
2
0
』
に
あ
た
っ
て
設
定
さ
れ
た

『
T
O
K
Y
O 

2
0
2
0 

V
I
S
I
O
N
』は
、「
ス
ポ
ー

ツ
に
は
、
世
界
と
未
来
を
変
え
る
力
が
あ
る
。
1
9
6
4

年
の
東
京
大
会
は
日
本
を
大
き
く
変
え
た
。
2
0
2
0
年

の
東
京
大
会
は
、「
す
べ
て
の
人
が
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し

（
全
員
が
自
己
ベ
ス
ト
）」、「
一
人
ひ
と
り
が
互
い
を
認
め
合

い
（
多
様
性
と
調
和
）」、「
そ
し
て
、
未
来
に
つ
な
げ
よ
う

（
未
来
へ
の
継
承
）」を
3
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
史

上
、
最
も
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
で
世
界
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
改

革
を
も
た
ら
す
大
会
と
す
る
。」で
あ
る
。

　
掲
げ
ら
れ
た
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
う
ち
3
つ
目
で
あ
る

『
未
来
へ
の
継
承
』は
、『
東
京
2
0
2
0
』の
終
了
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
が
、
実
現
に
向
け
た
正
念
場
と
な
る
の
で

あ
ろ
う
。

　
こ
の
未
来
に
継
承
さ
れ
る
も
の
が
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

レ
ガ
シ
ー
』と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
レ
ガ
シ
ー
（〝
L
E
G
A
C
Y
〞）
は
、
「
遺
産
」
と
訳

さ
れ
る
が
、
も
と
は
、
ラ
テ
ン
語
を
起
源
と
す
る

〝
L
E
G
A
T
U
S
〞と
い
う
言
葉
で
、「
特
使
」と
い
う
意

味
だ
っ
た
そ
う
だ
。
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
す
る
た
め
に
各

地
に
特
使
が
派
遣
さ
れ
、
単
に
聖
書
に
基
づ
い
て
教
え
を

説
く
だ
け
で
は
キ
リ
ス
ト
教
が
根
付
か
な
い
た
め
、
ロ
ー

マ
で
発
達
し
た
技
術
や
文
化
な
ど
実
生
活
に
役
立
つ
知
識

も
一
緒
に
伝
授
し
た
。
す
る
と
、
特
使
が
布
教
活
動
を
終

え
て
去
っ
た
後
も
、
そ
の
町
に
は
キ
リ
ス
ト
教
と
と
も
に

文
化
的
な
暮
ら
し
が
残
っ
た
。
こ
れ
が
レ
ガ
シ
ー
の
由
来

で
あ
る
そ
う
だ
。

　
1
9
6
4
年
の
東
京
大
会
、
こ
の
時
に
は
、
レ
ガ
シ
ー

は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
今
、
レ

ガ
シ
ー
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
東
海
道
新
幹

線
、
首
都
高
速
道
路
、
体
育
の
日
な
ど
で
あ
り
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
か
か
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
ま

た
、
2
0
0
4
年
の
ア
テ
ネ
、
2
0
0
8
年
の
北
京
で
も
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　『
東
京
2
0
2
0
』で
、
未
来
を
予
見
す
る
よ
う
な
も
の

が
何
か
あ
っ
た
か
。
ま
ず
は
、『
ア
ス
リ
ー
ト
の
瞬
間
』と

名
付
け
ら
れ
競
技
会
場
に
設
置
さ
れ
て
い
た
モ
ニ
タ
ー
だ

ろ
う
か
。
メ
ダ
リ
ス
ト
達
が
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
映
し
出
さ

れ
る
母
国
に
残
る
家
族
や
関
係
者
と
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

て
い
る
姿
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
中
心
と
す
る
今
の
働
き
方

を
重
ね
合
わ
せ
、
未
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
今
と

は
随
分
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
強
く
感

じ
た
。

　
こ
れ
と
並
び
、
首
都
高
速
道
路
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
を
含
む
T
D
M
・
T
S
M
施
策
に
よ
り
円
滑
な
交
通
が

実
現
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
イ
ン

フ
ラ
を
フ
ル
活
用
し
た
安
全
・
安
心
・
快
適
・
便
利
な
未

来
の
交
通
シ
ス
テ
ム
に
道
を
拓
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　
8
年
前
の
招
致
活
動
の
時
に
は
、『
東
京
2
0
2
0
』で

は
、
空
港

⇔

選
手
村

⇔

競
技
会
場
は
、
日
本
の
高
度
な
技

術
を
活
か
し
た
自
動
運
転
車
で
結
ば
れ
る
と
、
多
く
の
方

が
期
待
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
そ
こ
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
あ
と
一

歩
で
実
現
で
き
る
と
強
く
予
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
『
東

京
2
0
2
0
』で
あ
っ
た
。

Opinion: 視点

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

取
締
役
　
常
務
執
行
役
員

技
術
本
部
長


